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       学校法人 ○○○学園 

 

 



１．法人の概要 

① 名 称：学校法人 ○○○学園【昭和  年  月  日法人設立】 

② 住所等：大阪府○○市△△町□―□ 

     電話番号    ０６－６○○○―△△△△ 

     ファックス   ０６－６○○△―□□□□ 

     ホームページ  http://www----- 

     メールアドレス ○○＠○○○ 

③ 設置する学校（＊2つ以上の幼稚園を設置している場合、全園を記載） 

                        （H． 5．１現在） 

A．学校の名称：○○幼稚園 

   定員：250名 

   実員：240名 

B．学校の名称：△△幼稚園 

   定員：150名 

   実員：139名 

④ 理事長氏名：大私幼 太郎 

   ＊理 事○人、評議員○人、監事○人 定例理事会年○回開催 

⑤ 教職員の状況（今年度末時点） 

   A．○○幼稚園：教職員数 16人。新規採用者 2人 退職者 2人 

   B．△△幼稚園：教職員数 12人。新規採用者なし 退職者なし 

    尚、A幼稚園と B幼稚園間の人事異動はなし。 

２．事業の概要（平成○○年度○○幼稚園の概要） 

         （＊以下、2園以上設置している園は全ての園ごとに記載） 

① 教育方針 

本園は自然環境のもと人格形成の基礎を培い、自ら考え、自ら感じ、自

ら行動することのできる子どもに育てることを目指している。 

幼児期にこそ、豊かな環境のもとで、のびのびと育つことが必要と考

え、自然と触れ合い、遊びの中から多くの体験を積み、その体験から本

当の知性・豊かな感情・意欲を育てたいと考えている。 

 本園では子どものひとりひとりの個性・発達にあった保育を展開する

ことを第一に考え、豊かな自然環境の中、自然体験や遊びを通じて自然

な形で子どもが自ら育っていく力（生きる力）を促す保育を展開している。 

②学年、定員、実員（内訳）学級数（H． ５．１現在） 

＊○○幼稚園 

年度 学級数 満 3才児 学級数 3才児 学級数 4才児 学級数 5才児 計 

定員  １ 10名 ３ 70名 ３ 90名 ３ 90名 260 

240 H．16  １ 5名 ３ 66名 ３ 85名 ３ 84名 

H．17  １ 8名 ３ 65名 ３ 83名 ３ 85名 241 



③ 保育時間 

○月～金曜日：午前 9時～午後 2時 

○土曜日：休園 

○月・火・木曜日：給食日 

④ 保育料及び諸経費 

○保育料：   ２５，０００円/月 

○給食費：    ３，６００円/月（1食 300円×12食分） 

○園バス維持費： ３，３００円/月 

○保護者会費：    ５００円/月 

⑤ 入園時の費用 

○入 園 料： ６０，０００円（4歳児） 

        ８０，０００円（3歳児） 

       １００，０００円（満 3歳児） 

○施設設備費： ３０，０００円 

⑥ 預かり保育 

○月～金曜日：午後 2時～午後 6時まで 

○長期休業中の預かり保育あり（夏・冬・春） 

⑦ 行事の実施状況 

○4月/始業式、入園式（保護者同伴）、懇親会、家庭訪問 

○5月/身体検査、避難訓練（火災）、遠足、交通安全指導、歯科検診 

○6月/保護者参観日、虫歯予防デー、プール開き、プラネタリウム観覧 

○7月/学期末懇談会、七夕の集い、お楽しみ会、終業式 

○8月/夏休み、キャンプファイヤー 

○9月/始業式、避難訓練（地震）、お月見 

○10月/運動会、遠足 

○11月/避難訓練（火災）、勤労感謝施設訪問 

○12月/クリスマス会、学期末懇談会、終業式、冬休み 

○1月/始業式、餅つき、カルタ会、お茶会 

○2月/節分豆まき、生活発表会 

○3月/ひなまつり会、お別れ会、卒園式（保護者同伴）、終了式 

 

⑧ 主な事業の目的・計画 

（園舎等の増改築や土地取得計画等がある場合は記載してください。） 

 

⑨ 計画等の進捗状況等 

（複数年次にわたる大きな事業計画がある場合は状況を記載してくだ

さい。） 

 

 



３．財務の概要 

  ①財務状況の説明 

    例）本学校法人では、平成 15年度に園舎の大改造を行った。そのため 

      日本私立学校振興・共済事業団から 20年の返済期間で借り入れを

行い、基本金組入が発生したため、当年度消費収支が赤字となっ

ているが、平成○○年度には黒字になる予定であり、財務内容は

健全である。 

       （＊何故、当年度消費収支が赤字になったのか説明が必要。 

         黒字の場合も「健全経営のため黒字になった」等、黒字に

なった説明が必要。） 

 


